
要旨　小学校の社会科教育は，「学習の問題を追及・解決する活動を通して」１）行われる問題解決的な学習
を展開して，社会的事象を理解させていくことが求められている．このことは1947（昭和22）年に学習指導
要領が初めて示される前に提案された「川口プラン」などの初期社会科といわれた実践以来の基本的な在り
方である．小学校社会科教育の研究は，問題解決的な学習をどのように進めるかを様々な角度から検討する
ものといっても過言ではない．2018（平成30）年に開催された第56回全国小学校社会科研究協議会研究大会
埼玉大会は，次期学習指導要領の内容が明らかになる前の段階から準備を進め，「主体的・対話的で深い学
び」の趣旨を踏まえた社会科教育を進めるべく，新たな問題解決的な学習を模索した．研究の視点として取
り上げた「問い」「学び合い」「振り返り」が子供の思考を深めていくことに有効であり，これらの視点を踏
まえた授業を積み重ねていくことが，公民としての資質・能力の基礎を育成する社会科教育の目標を達成す
るために効果的である．

１　はじめに
第56回全国小学校社会科研究協議会研究大会埼玉

大会が2018（平成30）年10月25日，26日に川口市に
おいて開催された．授業を公開した川口市立本町小
学校，川口市立戸塚北小学校並びに川口市立鳩ヶ谷
小学校の会場校３校は５年間に渡る研究の成果を発
表した．３校とも大会主題を踏まえながら，それぞ
れの学校の特色や実情を生かした研究主題を掲げて，
研究を進めてきた．大会当日は子供たちが主体的に
活動する活気ある授業を全国に示すことができた．

埼玉県社会科教育研究会（以下「埼社研」とい
う．）は，第56回全国小学校社会科研究協議会研究
大会（以下「全小社研」という．）の埼玉大会を開
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催するに当たり，2013（平成25）年８月に研究部を
立ち上げ，理論的な研究を積み重ね会場校３校を支
援してきた．これまで埼社研では，関東や全国規模
の研究大会を開催する際，県内全域から研究部員を
集め，日頃の教育活動の成果を基に，各会場校の教
育課題に応えることのできる研究を行ってきた．理
論的研究を進める研究部は指導助言を担当する約20
名の現役校長等と約50名の小学校教諭から編成され
た．研究に取り組んだ５年間，人事異動等で多くの
部員が変わっていったが，全小社研埼玉大会の本番
に向けて，この研究部をはじめ，大会運営を担当す
る運営部，編集部並びに総務部の各担当において，
県内の社会科教員が主体的に活動し，組織力を生か
した研究発表大会を実施することができた．

2017（平成29）年に次期小学校学習指導要領（以*   たまる　じゅんや　文教大学教育学部非常勤講師
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下「2017年指導要領」という．）が告示された．研
究が始まった2013年は，2008（平成20）年告示の小
学校学習指導要領（以下「2008年指導要領」とい
う．）が本格的に実施されて２年が経過し，また，
教育基本法の改正により明確になった教育の目的や
目標を踏まえ，知識基盤社会でますます重要になる
子供たちの「生きる力」をバランス良く育んでいこ
うという考え方が定着してきたところであった．特
に学力については，「ゆとり」か「詰め込み」かの
二項対立を乗り越え，いわゆる学力の三要素，つま
り，2007（平成19）年の学校教育法改正により第30
条第２項に示された「基礎的な知識及び技能」，「こ
れらを活用して課題を解決するために必要な思考
力，判断力，表現力その他の能力」及び「主体的に
学習に取り組む態度」から構成される「確かな学
力」のバランスのとれた育成が重視されることと
なった．そのような状況での研究のスタートという
ことで，当初は2008年指導要領の内容と学力の三要
素の扱いに重点が置かれた．

実は，全小社研埼玉大会の研究理論の構成は大き
く２回に分けて行われている．第１回目は2017年指
導要領の内容が明らかになる前の2013年８月に始ま
り，第56回全小社研埼玉大会のプレ大会と位置づけ
られた2016（平成28）年１月の第44回埼玉県社会科
教育研究会研究発表会川口市大会（以下「埼社研川
口大会」という．）までの研究である．第２回目は
それ以降の，中央教育審議会（以下「中教審」とい
う．）が審議事項を公表し，答申が示され，2017年
指導要領が告示される流れのなかでの研究である．
便宜上，2016年１月の埼社研川口大会までの研究を
第１期とし，それ以降，2018年10月の全小社研埼玉
大会に向けての研究を第２期とする．筆者は2014

（平成26）年度から３年間にわたりこの研究に関わ
り，特に第１期では埼社研の責任的な立場２）にあっ
た．本稿は，学習指導要領移行期において，その内
容が明らかになる前の段階から実際に告示され移行
期に移るまでを，埼玉県の小学校社会科教員が今後
進めていくべき社会科教育をどのように受け止め，
学習指導要領の趣旨をどのように解釈し，大会主題
を構成し，授業を展開していったのか，その経緯を
明らかにしていく．

２　全国小学校社会科研究協議会研究大会について
全国小学校社会科研究協議会は，各都道府県の小

学校社会科教育の研究団体等からなる小学校の社会
科教育について研究する我が国最大級の組織であ
る．1963（昭和38）年に結成され，毎年１回研究大
会を開催してきた．1978（昭和53）年度からは時期
をずらし年間に２つの県で開催される年もあり，第
56回大会の2018年度は６月に大分県でも開催されて
いる．取組み方法は都道府県により異なるのである
が，各都道府県教育委員会のバックアップを受け都
道府県の社会科教育研究会等の力を結集した研究が
進められてきた．

埼玉県では2000（平成12）年度に「人・夢・・・
21世紀　～ゆたかな社会をつくりだす心と力を育て
る社会科授業の構想～」を大会主題に全小社研を旧
浦和市等で開催した．大会以前から埼社研で研究さ
れ，実践されてきた単元を貫く学習問題を設定し

「１問題１サイクル」の「つかむ」「調べる」「まと
める」の問題解決的な学習過程を基に，豊かな社会
をつくり出す心と力を，子供の側にたって社会科授
業を構想し，子供が学ぶ姿でその成果を発信した．

今回の川口市における大会は埼社研にとって2000
年の大会に続く２回目の全小社研の開催となる．川
口市は第二次世界大戦後の社会科教育の先駆けと
なった「川口プラン」の発祥の地である．1947（昭
和22）年当時の文部省から学習指導要領試案が発表
される前に，地域社会の現実と課題に立脚するカリ
キュラムを編成し，経験主義的理論に基づく問題解
決的な学習の教育実践を展開し全国に発表した．こ
の川口市で社会科教育の全国大会が開かれるのは71
年ぶりということもあって，埼社研も川口市教育委
員会も熱の入った研究となった．また，全小社研の
会場校は慣例として全クラスで公開授業を行うこと
となっている．学年ごとに１つの単元を選択して，
単元計画に従って各クラスで異なる時間の授業を公
開するのである．参観者は指導計画で示された１つ
の単元の複数の授業の状況を見ることができる．各
会場校にしてみれば，学校全体での組織的な取組み
を進めることが求められ，自ずと各教員の指導力の
高まりが期待できるのである．
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３　第１期研究の理念
（１）自ら社会とかかわる子供

2008年指導要領解説社会編では，各学年の目標の
系統を，理解に関する目標，態度に関する目標，能
力に関する目標の３つに分けて示しており，特に能
力に関する目標では，社会的事象の意味について考
える力，「調べたこと」を「考えたこと」に加え，

「考えたことを表現する」ことをこれまでよりも一
層重視している．３）さらに，第４章指導計画の作成
と内容の取扱いにおいては，「児童一人一人に社会
的な見方や考え方が養われるよう、社会的事象を比
較・関連付け・総合して見たり考えたり、社会的事
象を空間的、時間的に理解したり、公正に判断した
り多面的にとらえたりできるようにすることが大切
である。そのためには、児童一人一人が社会的事象
を具体的に観察、調査したり、地図や地球儀、統
計、年表などの各種基礎的資料を効果的に活用した
り、調べたことや考えたことを表現したりできるよ
うに、問題解決的な学習や体験的な活動などを工夫
する必要がある」４）と社会的な見方・考え方を働か
せた問題解決的な学習の必要性を述べているのであ
る．つまり，思考力・判断力・表現力の重視と問題
解決的な学習の充実は，2017年指導要領以前からの
実践課題であったのである．

第１期研究では，研究主題を「自ら社会とかかわ
る子供を育てる社会科学習」，副主題を「ともに学
ぶ問題解決的な学習を通して」と設定した．

国立教育政策研究所教育課程研究センターが2013
（平成25）年に実施した「小学校学習指導要領実施
状況調査」では，「資料から読み取った情報を比較･
関連付け・総合したりして社会的事象の働きや役割
などを考えて表現することや地図から読み取った情
報を適切に表現すること」等については課題がある
という結果が出ていた．さらに，「問題解決的な学
習の充実」については30％以上の学校が否定的な回
答をしていた．この調査結果を踏まえて，埼社研で
はより一層問題解決的な学習を重視した社会科の授
業改善が必要であると捉えたのである．

また，埼社研では2010（平成22）年から，「社会
的事象を自分事としてとらえ、多面的に考え、公正
に判断する児童を育てるには」と研究テーマを設定

して，自分と社会的事象とのかかわりを感じとるこ
とができ，よりよい社会はどうあるべきかを考えよ
うとする意欲と態度を育てる研究を進めてきた．こ
れは，2008年指導要領にある，知識・技能の習得と
思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視
することを踏まえた研究である．

全小社研に向けて，これまでの積み重ねを生かし
ながら設定された大会主題（第１期の主題）が，こ
の「自ら社会とかかわる子供を育てる社会科学習」
である．「自ら社会とかかわる子供」とは，次の３
つの子供像を表している．１つめは「何気なく見過
ごしていたものに目をとめる子供」である．子供た
ちは日常においてたくさんの人や物とかかわりなが
ら生活している．しかし，自分と社会とのつながり
や，身の回りの社会事象を意識しないまま過ごしが
ちである．だから，社会科の学習を通して，社会と
のつながりや社会的事象について，「目にとめよう」
とする思いや「目にとめることのできる」力を併せ
持った子供を育てることをねらいとした．５）

自ら社会にかかわる子供像の２つめは「社会的事
象の特色や意味を考える子供」である．これは，た
だ単に，社会的事象の特徴や働きを捉えるだけでは
なく，「目に見えるものから，目に見えないものの
意味」を追求していくことでもある．社会的事象に
出合ったときに，その特色や意味を「考えよう」と
する思いと「考える力」を併せ持った子供である．６）

そして，３つめは「多面的により深く見つめてい
く子供」である．社会的事象は，一面的に捉えるの
ではなく，立場を変えたり時間軸を変えたりといく
つかの面から見ることが重要である．その上で公
正・公平にものを見たり，判断したりするなどの見
方・考え方を身につけた子供である．また，友達の
意見とかかわらせるなかで，互いの考えの相違に気
づき，考えを深めていく子供である．より深く多面
的に見ようとする思いと，多面的に見ることのでき
る力を併せ持った子供である．７）

そして，これら３つの子供の姿を実現するために
は，社会的事象に主体的にかかわろうとする「思
い」をもち，多面的に深く考え，協働的に問題解決
ができる力を身につけさせなければならないと研究
の方向性を明らかにした．このことを端的に示した
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視点が次項に示す３つの「ともに学ぶ」である．そ
して，社会の一員としての自覚を持ち，自分から社
会とかかわる子供を育てていくことを研究のねらい
とし，それが社会科学習の使命であると高らかに宣
言したのである．

（２）３つの「ともに学ぶ」
第１期研究では，「自ら社会とかかわる子供」を

育成していくために，研究の中心として問題解決的
な学習を「友に学ぶ」「共に学ぶ」「伴に学ぶ」の３
つの「ともに学ぶ」視点から考えている．

第一の「友に学ぶ」とは，学習過程において，友
達の意見や考えと交流し，自他の意見を比べ，その
相違点や共通点に気付くことで，自分の知識や考え
を広げたり深めたりすることである．自分だけで調
べて結論を出すのではなく，協働的な学びを通して
自分の考えを見つめなおす機会を提供するものであ
る．８）

第二の「共に学ぶ」とは，ゲストティーチャーな
どの地域の人，社会科の教材となる職業に従事する
人，博物館や郷土資料館の関係者などとの交流の中
で「共に学ぶ」ということである．それらの人々か
ら聞き取り調査等をすることで，それぞれの思いや
願いに触れることができ，社会的事象への理解が深
まる．いわゆる多面的なものの見方の育成をねらっ
ている．９）

第三の「伴に学ぶ」とは，単元を貫く学習問題と
「伴に」学習を進めるということであり，常に学習
問題を意識した問題解決的な学習を進めることを意
味している．そのためには，学習問題の設定の段階
を大切にして児童の気付きや疑問を大切にした導入
により問題意識を高めたり，子供の経験や既習事項
を揺さぶるような教材に出会わせるようにして，切
実感のある学習問題をつくったりすることを重視し
ている．また，学習問題を常に意識して学習活動を
展開することで，本時の学びが単元を貫く学習問題
とどうかかわっているのか，子供たちを学習問題に
正対させ，主体的に学ばせることを意図している．10）

これらの「ともに学ぶ」の３要素である協働的な
学び，多面的な学び，主体的な学びをじっくりと吟
味し，友達との協働的な学習を展開し，多くのゲス

トティーチャー等から学び，そして，学習問題を大
切にして授業をすすめてきた．３つの「ともに学
ぶ」を念頭に問題解決的な学習を積み重ねること
で，その結果として，2016年１月に，2018年10月の
全小社研埼玉大会のプレ大会と位置づけた埼社研川
口大会を会場校３校において開催し，第１期研究と
して，児童が主体的に活動する問題解決的な学習の
あり方を提案することができた．

４　第２期研究の理念
（１）社会がわかり，社会にかかわる子供

第２期研究は，2016（平成28）年度当初から開始
された．ちょうど2017年指導要領について，中教審
が逐次審議の経過を公開し始めた時期で，この年の
８月には審議のまとめ，12月には答申が出され，そ
の内容が明らかにされつつある時期である．このよ
うな中で，埼社研では第１期の３つの「ともに学
ぶ」の研究で培った協働的，多面的，主体的な学び
を，中教審から示された「主体的・対話的で深い学
び」に生かしていった．

急速に変化する予測困難な時代においても，より
よい社会の形成に向け，自らの能力を引き出し学習
したことを活用して，社会の中で出合う課題を解決
していくことのできる人材の育成が重要であること
から，日々の社会科の授業を，よりよい社会の形成
に参画できる人材の育成につながるようにしていく
ことが課題であると捉えた．とりわけ，社会科を学
ぶ入り口である小学校においては，まず，社会の様
子がわかることが大切である．そこで掲げられた大
会主題は「社会がわかり､ 社会にかかわる子供を育
てる社会科学習」である．「社会とかかわる」は第
１期から一貫して掲げられた全小社研埼玉大会の主
題である．そして，小学校社会科が目指す具体的な
子供の姿を，第１期の「自ら社会とかかわる子供」
で示した３つの子供像をより学習活動と関わらせた
形で次のように表現している．それは「学んだこと
を他の学習場面でも活用し､ 社会的事象の特色や意
味などを考えることを通して社会とより深くわかる
ようになったり､ 社会とのかかわり方を問い続けよ
うとしたりする子供」である．さらに，目指す子供
の具体的姿を授業場面に即した形の姿として次の９
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点を挙げ，実践の目標とした．11）

①　資料を目にしたときに前の学習が思い起こさ
れ､ 問題意識が喚起される姿

②　前の時間に感じた疑問を本時のめあてに活か
す姿

③　既習内容を基に、学習問題の解決を見通す予
想を考えている姿

④　地図の分布の偏り等に着目し考えた経験を活
かし、同様の見方で地図を読み取る姿

⑤　調べた事実と既習内容を比べて考え、その特
色や意味などに気づく姿

⑥　友達と話し合い、よりよい考えに気づいた経験
を生かし、積極的に友達の意見を聞いている姿

⑦　単元を通して理解した社会の仕組みを想起し､
その問題点に気付く姿

⑧　社会の仕組みを基に社会に見られる課題に対
する自分のかかわり方を考える姿

⑨　実社会にかかわり､ 社会に見られる課題を解
決しようとする姿

これらは，2017年指導要領で期待されている社会
的事象の見方・考え方を具現化した姿と考えること
ができる．第１期の「自ら社会とかかわる子供」像
がより具体的に示されたもので，会場校３校におい
て進めていく研究の方向性と授業の在り方が明らか
なった．そして，実際の研究発表の授業場面におい
ては，上記のような児童の姿を十分に見ることがで
きたことを記しておく．

さて，第２期の大会主題の意味であるが，全小社
研埼玉大会研究紀要では次のように説明している．

「社会がわかり」とは，「社会的事象の見方・考え方
を働かせて社会的事象の特色や意味などを考え、社
会生活について深く理解すること」である．これを
実現するためには，まずは，知識を関連付け，特色
や意味などといった他の学習に活用できる概念的知
識を獲得できるような授業を行うことが不可欠であ
る．その形態は，社会的事象の見方・考え方を働か
せて，後に述べる「問い」をもって調べ，考えたこ
とを話し合いながら知識を構築していくとしてい
る．また，「社会にかかわる」とは，「社会に見られ
る課題を把握し、社会の発展等について多角的に考
え、その解決に向けて社会へのかかわり方を選択・

判断したり、よりよい社会を考え、解決策を提案す
るなど社会に参加したりすること」を意味している
という．「社会にかかわる」学習の前提として，社
会を深く理解していなければ社会にかかわることは
できないと「社会がわかり」の学習を位置付けてい
る．12）そして，会場校の３校では自分たちにできるこ
とを考えることはもちろんのこと，実際に市役所等
に地域に見られる課題の解決策を提案するなど「社
会にかかわる」学習の可能性を追求したのである．

児童は「社会がわかり」の学習で，概念的な知識
を獲得するだけでなく，社会的事象の見方・考え方
を働かせた思考の仕方や話し合いを通しての問題解
決の仕方などの学び方も学ぶ．そして，他の学習場
面において，概念的知識や学び方などこれまで学ん
だことを活用して問題を解決することで，学んだこ
とは他の学習場面に生かせるといった実感を持ち主
体的に問題解決に臨むようになるとしている．ま
た，「社会にかかわる」学習においても，「社会がわ
かり」の学習で学んだことを活用することで，学ん
だことは実社会の課題の解決にも生かせるといった
実感がわき，学習したことを社会生活に生かそうと
するようになるとしている．13）

（２）研究の視点の変化
第１期研究において，会場校３校の児童には問題

意識を高めながら学習問題を導き出し，社会的事象
を多面的に考え､ 追求しようとする姿を見ることが
できるようになってきた．しかしながら，社会的事
象への理解の深まりにおいてはいまだ十分とはいえ
ず，その要因を考察していった．その中で，子供が
持つ「問い」に十分に焦点を当てていなかったこと
が改善すべき点として浮かび上がった．既習事項や
生活経験とのギャップなどの驚きから生まれた疑問
を大切にし，本気で考える中で子供たちは社会的事
象の理解を深めていくと捉え学習問題を中心に据え
た「伴に学ぶ」視点を実践してきたが，第２期研究
ではこの視点をより深めていこうとしたのである．
子供が実感を持って社会の課題を把握する点におい
て，単元を通した学習問題を含めて「問い」に対す
るさらなる工夫が求められるという結論に達したの
である．
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子供たちが社会的事象への理解をより深め，実感
を持って社会の課題を把握させるために，第２期研
究の柱として，「子供の問いを大切にした主体的で
対話的な学習」，「社会的事象の見方・考え方を働か
せたり､ 多角的に考えたりする学習」，「『社会との
かかわり』を念頭に置いた単元構成」の３本が提示
された．2017（平成29）年10月に各会場校で行われ
た１年後の本番を意識した発表会で配布された冊子
にはこのことが示され，第２期の研究の方向性が紹
介された．14）

また，同冊子は学習評価についても言及してお
り，「社会がわかり､ 社会にかかわる」子供を育て
るためには､ 単元を見通した評価の工夫が不可欠で
あり，そのために次の３点に焦点を当て学習評価の
工夫に取組むとしている．それは，①知識をつなげ
るプロセスを重視した「思考力・判断力・表現力」
の評価，②学んだことを社会とつなげる選択・判断
するための「思考力・判断力・表現力」の評価，③
振り返りを重視した「社会的事象に主体的にかかわ
ろうとする態度」の評価である．思考力・判断力・

表現力の育成や学びに向かう力に重きを置いた評価
研究の方向性である．

しかしながら，これらの研究の柱や学習評価の記
述が，１年後の全小社研埼玉大会研究紀要では，研
究の視点としての「問い」「学び合い」「振り返り」
に変更されているのである．このことは各会場校に
おけるより実践のしやすさを目指した配慮ととらえ
ることとしたい．思考力・判断力・表現力は質的な
意味合いが強い資質・能力であり，その育成状況を
明らかにすることは知識・技能の評価と比べ様々な
検討を必要とする．全小社研埼玉大会を１年後に控
え，授業を行う各会場校は当初第２期の理論を消化
できない部分も多かった．そこで，イメージしやす
い３つのキーワードに研究の柱と学習評価の３つの
焦点を包括させるかたちで研究を進めやすくしたも
のと思われる．

（３）問題解決的な学習過程の充実
第２期の問題解決的な学習とは，2017年指導要領

で示された「主体的・対話的で深い学び」の視点か

1 先行経験（既習事項）が生きる ・これまでに経験したことに関連付け，すでに学習したも
のと比較しながら考えを深めていくことができるもの

2 既有の考えでは解釈できない ・子供がすでに身につけている知識や考え方では解釈でき
ず，問題意識を高めることができるもの

3 驚きを生み出す

・今まで知らなかったことを初めて知ったときに得る驚き
や意外性，今までの自分の知識との矛盾が基になって驚
きが生み出されるもの

・複数の資料を比較する中で驚きが生み出されるもの

4 多様な解釈ができる ・子供から多様な考えを引き出し，様々な見方や考え方が
できるもの

5 身近に捉えることができる ・地域教材のような空間的な身近さだけでなく，心理的・
時間的な短さを感じることができるもの

6 対立した考えを生み出す

・これまでの常識が覆され，新しい考えが生み出されると
予想することができるもの

・いくつかの解釈ができ，別の立場から考えることができ
るもの

7 体験活動ができる
・直接体験だけでなく，疑似体験など具体的な体験活動を

通して，いろいろな考え方が出てくることを期待できる
もの

8 子供の意識をゆさぶり，意欲を引き出す ・子供一人一人が楽しく取り組むことができ，子供の思考
をゆさぶり，深化・発展できるもの

9 子供が教材と対話し，自らの生き方を見つめようと
する

・教材に登場する人と対話したり，その生き方を学ぶこと
で自らの生き方を見つめなおしたりできるもの

・社会と自分とのかかわりを意識できるもの
10 子供が多角的に考えることができる ・立場を変えて，社会的事象を見つめることができるもの

表１　「問いを引き出す教材」に含まれる要素
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ら，本時や単元の学習内容を他の学習場面や社会生
活等で活用できる資質・能力の育成を目指すもので
ある．このことを具現化するために，先にも述べた

「問い」「学び合い」「振り返り」の３点に着目し研
究の視点とて直前の授業実践を進めている．

第２期のひとつ目の研究の視点「問い」について
は次のように説明している．社会的事象を自分事と
してとらえ，課題に対する自分なりの考えをもって
主体的に追求できるようにするために，子供が「問
い」を持って学ぶことが大切なポイントとしてい
る．「問い」とは，学習対象である社会的事象と子
供との接点であり，追及の方向を導くもの．また，

「問い」は子供一人一人が持つ，目標に向かう疑問
とも考えている．原則として，単元を通して追究す
る問いを「学習問題」，１単位時間で追及する問い
を「めあて」または「学習課題」として研究を進め
ている．学習のスタートは教師から学習課題を一方
的に提示するのではなく，資料に対する子供の素朴
な疑問や生活経験，前時の学習に対する子供の考え
など，子供から出されたものを基に問題意識を高め
ていく．そして，子供は社会的事象の見方・考え方
を働かせて問題意識を焦点化させ，追及の方向を見
出していく．その際，教師は子供の「問い」を引き
出す資料（教材）や発問を工夫し，子供の追及の方
向と学習の目標（教師の意図）を一致させるよう働
きかけることを重視しているのである．さらに，問
いを引き出す教材に含まれる要素として表１の10項
目を示し，実践的研究を行っている．15）

次に二つ目の研究の視点「学び合い」について
は，グループやクラス全体で話し合い，よりよい考
えを追求していくこととしている．第１期の「友に
学ぶ」と前述の「問い」をつなぎあわせた考え方で
ある．「問い」をもって追求してきた子供は一人一
人が「問い」に対する自分の考えを持っている．そ
の子供の考えをもとに，学習を通して社会的事象を
深く理解できるようにしたり，納得のいく選択・判
断をできるようにしたりして，子供の考えをよりよ
いものにしていきたい．そのためには，単なる事実
の一方的な伝達ではなく，一人一人の考えの違いが
みんなの考えを広げ，深めることにつながる学びが
必要となる．事実は一つであるが捉え方は多様であ

るから，その違いを授業に生かしていくのである．
「学び合い」は，まず自分以外の考えを知り，自分
の考えを広げるところから始まる．その中で新たな
気付きを得たり，再度根拠に戻って自分の考えを見
直したりすることができる．次に，社会的事象の見
方・考え方を働かせて比較・分類したり，総合した
り，関連付けたりしながら，目標に向かってまわり
の考えを多角的に吟味して深めていく．その際に，
子供の思考を引き出し導いていく教師の働きかけが
重要となるとしている．子供の発言をつなげたり切
り返したり，新たな資料を提示したり，別の発問で
考えを揺さぶったりして，クラス全体の考えを広げ
たり深めたりする．埼社研では「学び合い」を促進
する教師の働きかけの例として，表２のような例を
示している．また，板書やワークシートの工夫，思
考ツールの活用など，子供一人一人の考えの可視化
を図り，対話が生まれやすくする働きかけを重視し
ている．16）

さらに，第２期研究の３つ目の視点の「振り返
り」についてであるが，学習過程のまとめの段階
で，それまでの学習や成果を振り返り，学んだこと
を自分とのかかわりで自覚する活動と位置付けてい
る．学び合って深まった考えは，授業のまとめや学

・友達の考えと比べ，自分の考えを明確にするため，ペ
アなどの活動を組み入れる

・子供が解決したい，話し合いたいと興味・関心を高め
る問いを設定する

・それぞれの問いや考えをみんなで共有するために，整
理する

・各自が調べたことを学級全体で共有し，話し合いの材
料となるようにする

・「使った資料」「疑問」「もっと調べたいこと」なども
記述させたり，資料を蓄積させたりする

・自分の考えを整理したり，話し合いの材料にしたりで
きるように思考ツールを活用させる

・座席表などを活用し，個人の考えを把握して意見をつ
なげる

・板書上で，様々な意見を結びつけたり，討論の内容を
整理したりする

・友達や教師だけでなく，実社会で働く人々と関わり，
ともに討論する場を設定する

・今までの考えとのずれを生む「ゆさぶられる」教材を
提示する

表２　「学び合い」を促進する教師の働きかけ
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習問題の結論に収まっていく．子供は１時間ごとの
学習のまとめや学習問題の結論をもとに，学んだ内
容を振り返ることで自分の言葉で表現したり，自分
の生活とのかかわりでとらえたりする．こうして知
識をより確かな知識としたり，新たな「問い」を
持ったりする．また活動を振り返ることで，自分の
考えの変容を捉えたり，「学び合い」の価値を見出
したりするなど，よりよい学び方に気付いていく．
つまり振り返る活動を単に理解の定着を目指すもの
ではなく，自己の変容や学び方についても自覚し，
自らの資質・能力として蓄積することで，他の学習
場面や社会生活等で活用できる力になるとしている．
そのためには，「振り返り」を方向付ける教師の働き
かけが重要になる．どのような場面で，何をどのよ
うに振り返るか，教師の意図を明確にすることが大
切である．そして，集団で学んだことを確認したり，
学んだことを活用して考えざるを得ないような発問
を投げかけたりして，子供が自らの学びの成果や過
程を振り返ることができるように働きかけていくと
している．埼社研では表３のように類型化して，「振
り返り」を見取る場面と方法を示している．17）

第２期研究では，第１期の成果である「友に学
ぶ」「共に学ぶ」「伴に学ぶ」の３つの「ともに学
ぶ」で形成してきた主体的，多面的，協働的な問
題解決的な学習のうえに，「問い」「学び合い」「振
り返り」を視点として子供の思考を深めていく授業
を積み重ねた．特に新たに加わった視点が「振り返
り」であり，学習した内容を定着させるとともに，
より良い学び方に気づかせるうえで効果は大きかっ
た．以上のような具体的方策を用いて，学んだこと
を活用できるようになるまで地道な活動を繰り返
し，子供たちを鍛えてきたのである．

５　会場校の研究テーマ・効果的な取組み
各会場校は，これまで考察してきたような研究部

が議論を重ねた全小社研埼玉大会の研究主題に対
し，それぞれの学校の実態に合わせた研究テーマを
定め，主題に迫る実践を進めてきた．表４は第１期
及び第２期の大会主題と会場校の研究テーマの一覧
である．各学校の特色が現れており，研究テーマを
踏まえ各学校の方法論を展開している．

各会場校の取組みの中で，特徴的なものを紹介し

「社会がわかり」の質の高まりを見取る振り返り
（理解や思考の深まりを見取る振り返り）

「社会にかかわる」態度を
見取る振り返り

児
童
の
活
動

〇「学んだこと（学習内容）」に対
する「振り返り」を行う

〇「学び方（学習活動）」に対する
振り返りを行う

〇「自分たちの生活や社会」（学習
問題や課題）に対する振り返りを
行う

見
取
り

〇知識と知識を結びつけ，その意味
や特色，役割や働きを含めた概念
的な知識理解へと深めていった過
程や変容を見取る

〇学び合いや討論など学習活動に対
して，そのよさや価値にどのよう
に気付いたり，自覚したりしたの
か，その過程や変容を見取る

〇社会に見られる課題等に対する問
題意識，選択 ･ 判断を通して導き
出した社会とのかかわり方やその
変容を見取る

表３　「振り返り」の類型化

表４　各会場校の研究テーマ

川口市立本町小学校 川口市立戸塚北小学校 川口市立鳩ヶ谷小学校

第
１
期

大会主題　「自ら社会とかかわる子供を育てる社会科学習」
～ともに学ぶ問題解決的な学習を通して～

児童の問題意識に即した問題解決的
な学習過程の工夫

主体的に社会とかかわろうとする子
供の育成

よりよい社会を築こうとする児童の
育成

第
２
期

大会主題　「社会がわかり，社会にかかわる子供を育てる社会科学習」
社会的事象の見方 ･ 考え方を働かせ
た思考力の育成

自ら問いをもち，学び合う授業を通
して

社会とのつながりを考え続ける児童
の育成
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たい．本町小学校においては，一貫して問題解決的
な学習における思考力の育成を目指した効果的な資
料の工夫を進めてきた．思考力を，習得した知識を
もとに社会的事象の意味や特色，相互の関連などを
考える力と捉え，知識の構造図の作成・活用を通し
て主題に迫った．

鳩ヶ谷小学校では，社会の「仕組み」を理解する
問題解決的な学習が１サイクルしたのち，その「仕
組み」が生活にどのような役割を果たしているのか
といった新たな学習問題をつくり，社会の「仕組み
の意味」まで理解することを目指した２サイクルか
らなる問題解決的な学習を展開する柔軟な学習過程
などが提案された．

各会場校の実践の中でも，「学び合い」について
深く掘り下げ，特に効果的であったと思える取組み
が，戸塚北小学校の座席表指導案の活用である．座
席表指導案の形式はＡ３横置き用紙に中央に本時の
目標や展開が記述され，周囲に授業におけるコの字
型の児童座席表を配置し，課題に対する子供の問い
や予想，考えなどを記入できるようになっている

（図１参照）．子供に配布するものは指導案中央の目
標や展開の記述は削除してある．座席表指導案は授
業中に配布され，効果があると思われる場面で意図
的に活用される．同じような考えをもつ児童を出合
わせより深めさせたい場面，友達の考えを知り意見
交換させたい場面，子供たちの意見が対立していて
折り合いをつけたい場面などにおいて，その問いや
考えなどが記載されている座席表指導案を見ながら

個別に意見交換等を行い，問題解決への意欲を高め
させていく効果がある．対話的な「学び合い」を行
うためには，子供たち一人一人が自分の考えをもつ
ことが前提であるが，一人一人の考えを可視化する
ことで，クラス全体に自分の考えを伝えることがで
きる．その問いや考えが記載された座席表を見るこ
とで，子供たちは様々な意見や考えを知ることがで
き，学び合いも活性化していくのである．教師に
とっては，事前に子供から考えを聞き，座席表に書
き込み，活用場面を意図しながら授業中に配布して
いく作業は手間のかかるものであるが，子供たちの
視点から教材を捉え直すことができ，教材に対する
理解を深めたり，指導法を改善したりする上で大き
な効果が見られた．

６　結語
人工知能の進化，グローバル化の進展，生産年齢

人口の減少など急激な社会の変化にともない現在小
学校に通う子供たちの将来は，予測が困難な時代と
言われている．2017年指導要領は，そうした社会の
変化やその先の社会の在り方を見通しながら，未知
の状況にも対応でき新たな時代に活躍できる人材に
必要な力を育むことを目的に改訂された．

全小社研埼玉大会の５年間の研究のスタートは，
知識・技能の習得とのバランスを踏まえながら思考
力・判断力・表現力等の育成をめざし進められた．
2013年の研究開始当初から言葉は変えながらも2017
年指導要領に示された主体的・対話的で深い学びに
迫る研究が行われ，埼社研が総力を結集した研究，
運営体制と各会場校の組織的な取組みにより，2017
年指導要領の趣旨を反映した，問題解決的な学習の
在り方を提案し成果を見た．各会場校における問題
解決への多角的な取り組みから，児童が主体的に進
める活力ある授業を実践し，好評を博した．しかし
ながら，知識・技能，思考力・判断力・表現力等，
主体的に学びに向かう姿勢等の３つに整理された資
質・能力がどう育成されたのかという具体的な評価
にまでは言及できなかった．

今後，教育に携わる者には，2017年指導要領で示
された子供たちに育成することが求められる３つに
整理された資質・能力をより意識した研究が不可欠

本時座席表指導案（４年○組）　本時の展開　  ２／１１時　～子供の実態と期待する姿～

【本時の目標】 【本時の評価規
準】

 

20男　安心・安全でない 18男　安心・安全 10女　安心・安全でない 6男　安心・安全でない 2女　安心・安全でない 1男　安心・安全でない

発言は多くない
が、本質に向かう
考えを述べること
ができる。

戸塚地区には幸手市のよ
うに大きい川は近くにな
い。小さい川はそこまで
被害を起こさない。

幸手市でも水害が
あったから、今度は
こっちにも水害がく
るかもしれない。も
しも水害が起きた時
の備えで何をすれば

川口市には水害はある
のか、疑問に思ってい
る。

21男　安心・安全でない 12女　安心・安全でない 14男　安心・安全でない 4女　安心・安全でない 4男　安心・安全 1女　安心・安全

前時の学習を受け、
戸塚地区でも氾濫は
あるのかを疑問に
思っている。

もし大量の雨が降っ
て、綾瀬川の水が上
がってきたら浸水が
起こる。

14女　安心・安全でない 19男　安心・安全 11女　安心・安全でない 3女　安心・安全 2男　安心・安全でない

川はすぐ隣だけど、土手
が高いから安全。

戸塚地区には、川が
あふれそうになった
ことがあるのか、疑
問に思っている。

15女　安心・安全でない 13女　安心・安全でない 15男　安心・安全でない
5女　安心・あんぜんでな
い

5男　分からない 3男　安心・安全

昔は水害があったが、
今は起きることはない
だろうと考えている。
その思考を水害への対
策へとつなげていきた
い。

近くの川でなくて
も、県内や近くの県
の大きな川が氾濫し
て流れてくると思
う。川口市にも水害
が起こるとしたら、

お父さんから聞い
て、綾瀬川や伝右川
は一回も氾濫してい
ないと言っていた。
安全でないなら、綾
瀬川の前に住んでい

16男　安心・安全 13男　安心・安全でない 8女　安心・安全でない 11男　安心・安全でない 9男　安心・安全でない 6女　安心・安全でない

綾瀬川の近くに住んで
いるけど、綾瀬川は氾
濫したことがないか
ら、川口市は氾濫しな
いと考えている。

17男　安心・安全 9女　安心・安全でない 12男 7女　安心・安全 10男　安心・安全 8男　安心・安全

何か対策がしてある
と思うから安心だ、
と学習問題に迫るよ
うな思考をしてい
た。

綾瀬川と伝右川は
本当に氾濫しない
のか、と疑問に
思っている。

戸塚地区にずっと住
んでいるママに聞い
てもないと言ってい
た。東川口に被害は
起こりやすいのか。

お父さん、お母さん
が被害にあっていな
いし、戸塚地区の川
は浅い川ばかりだか
ら安全。戸塚地区に
災害があったらどう
いう対策をするの

　子供たちは前時、国内で過去に発生した水害やその被害について捉えた。また、埼玉県内でも過去に水害の被害があったことを幸手市のカスリーン台風の被害の写真から学習した。
「川口市では水害が起きるのかな」という子供の疑問から、私たちの住む戸塚地区には水害の被害の心配があるかを話し合った。最近は大雨や台風も多いから水害が起きてもおかしくな
い、と考える子供が多く、半数以上の子供が戸塚地区は安心・安全でないと答えていた。一方で、子供やその家族も戸塚地区での水害の経験はなく、綾瀬川は埼玉県内の利根川や荒川と
比べても川幅の狭い川であることから、子供の危機意識はあまり高くない。本時では、「戸塚地区では実際に水害が起きているのか」という疑問から、学区内を流れる綾瀬川で発生した
水害の写真を掲示し、子供の危機意識を高める。そのうえで中川・綾瀬川流域の大雨による浸水被害が減少している事実を捉えさせ、子供の疑問から、学習問題をつくっていく。

過去と最近の大雨の降水量と浸水被害を比較し、話し合い、身近な綾瀬川の
氾濫による水害対策についての学習問題をつくる

過去と最近の大雨の降水量と浸水被害を比較し、話し合い、身近な綾瀬川の氾濫
による水害対策についての学習問題をつくろうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】(発言・ノート）

①前時を振り返り、めあてをつかむ。

・「戸塚地区は安心・安全だ」「綾瀬川は氾濫しないだろう」と考えていた子

供に、そう考えた根拠を説明をするように促すことで、綾瀬川氾濫時の写真

提示へとつなげる。

・前時の子供の疑問（2女、4女、9女、21男）を取り上げて、綾瀬川氾濫時の写真

を掲示する。

②中川・綾瀬川流域の過去と最近の降水量・浸水被害の変化を比較する。

・最初は浸水被害のグラフを隠しておき、過去の浸水被害から順番に見せていく

ことで、降水量に大きな変化はないのにもかかわらず、浸水被害が大きく減少

してきたことを捉えるようにする。

③浸水被害が減ってきた理由を話し合い、学習問題をつくる。

・取組に目が向かない場合には、8男、17男、19男の考えを学級に広めて思考でき

るようにする。

・学習問題の予想をする。

④本時の振り返りをする。

・か 綾瀬川の水害による被害について考えたこと。

問い

社会的事象の意味を考

えることができる。知

識が豊富なので、浸水

被害が減ってきた理由

を考える場面では、学

習問題につながるよう

な、具体的な対策に関

わる発言を期待する。

幸手市でも水害あった

から、今度はこっちに

来るかもしれない。水

害の備えで何をすれば

いいのか分からない、

と水害を自分事として

捉え、危機意識を強く

もっている。綾瀬川氾

濫時の写真を掲示した

際に、その危機意識を

学級全体に広めたい。

知識が豊富で自分の

考えを積極的に発表

できる。浸水被害が

減ってきた理由を考

える場面では、防災

や減災など、様々な

角度から発言するこ

とを期待する。

13女 安心・安全でない

12女 安心・安全でない

14男 安心・安全でない

綾瀬川は近いけど、土

手が高いから水害の被

害は心配ないと考えて

いる。今の綾瀬川の様

子から、浸水被害が

減ってきた理由を思考

してほしい。

11女 安心・安全でない

昔は水害があったが、

今は起きることはな

いだろうと、時間的

な見方を働かせて思

考している。その考

えを浸水被害のグラ

フ提示の場面で生か

したい。

綾瀬川の近くに住んで

おり、水害の経験がな

いことから、安心だと

考えているが、綾瀬川

は氾濫する可能性があ

るのか関心をもってい

る。綾瀬川の水害につ

いて知っておきたいと

いう切実感は強い。

5男 安心・安全でない

3女 安心・安全

4女 安心・安全でない

県内でも過去に水害の

被害を受けているので、

戸塚地区でも水害はあ

るかもしれないと考え

ている。

7男 安心・安全

5女 安心・安全でない

意見をつなげて発言で

きるので、学級全体で

の話合いにおける意見

に期待がもてる。

荒川が氾濫すると戸塚

地区も危険だというこ

とをニュースを見て

知っているが、綾瀬川

の氾濫については、危

機意識が低い。

2男 安心・安全でない

話合いに大変意欲的で、

堂々と自分の考えを発

言できる。生活経験や

既習を生かしながら学

級に考えを広げてくれ

ることを期待する。

3男 安心・安全

お家の人が綾瀬川や伝

右川が氾濫していると

は言っていたことがな

いから、戸塚地区は安

心だと言い切っていた。

綾瀬川氾濫時の写真を

提示した時、その考え

がどのように揺さぶら

綾瀬川の近くに住んでいるけど、

綾瀬川は氾濫したことがないから、

川口市は氾濫しないと考えている。

綾瀬川氾濫時の写真提示で、その

思考を揺さぶりたい。

16男 安⼼・安全

何か対策がしてあると思うから戸塚地

区は安心だ、県や市の人が対応してい

ると思う、というように、学習問題に

直接迫るような思考をしていた。学習

問題をつくる場面では、この思考を手

掛かりにしていきたい。

17男 安心・安全 7女 安心・安全

戸塚地区にずっと住んでいるお家

の人に聞いても、水害はないと

言っていたから、戸塚地区は安全

だと考えている。

お家の人が被害にあっていないから

戸塚地区は安心と捉えている。一方

で、もし水害が発生したら、という

不安感も強く、何か対策をしている

のではないか、と考えている。

8男 安心・安全

浸水で亡くなる人はどれ

くらいいるのだろうと、

人命の被害について関心

をもっていた。

6女 安心・安全でない

15男 安心・安全でない

夏休みの自由研究では、洪水に

関わることを調べていた。その

知識を学級全体に広げ、学級で

の思考のきっかけとしたい。

9男 安心・安全でない11男 安心・安全でない

学習問題

中川・綾瀬川流域の水害による被害を防ぐために、だれがどのように取り

組んできたのだろう。

めあて 資料を基に話し合い、みんなの学習問題をつくろう。

15女 安心・安全でない

10女 安心・安全でない

14女 安心・安全でない

8女 安心・安全でない

9女 安心・安全でない

2女 安心・安全でない6男 安心・安全でない20男 安心・安全でない

21男 安心・安全でない

図１　座席表指導案
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である．特に社会科教育では公民的な資質・能力の
育成という，教育の根幹ともいうべき内容を引き続
き担っていく役割が求められている．それは，今回
の全小社研埼玉大会の研究の主題でもある「社会と
かかわる」こと，つまり，社会参画でき，未来をよ
りよい方向に導く人間を育成するためにはどのよう
にすればよいのか，指導と評価の具体的な在り方を
提案していくことである．

そのためには，今まさに，小学校と中学校が力を
あわせて社会とのかかわりを意識した学習活動を充
実させていくことが重要である．また，教科等横断
的にカリキュラム・マネジメントの研究を進めるこ
とで社会科が単独ではなく，学校が組織的に進めて
いく「社会とかかわる」子供の育成の在り方を示し
ていくことも重要と考える．

今回の川口市の各会場校における実践は，小学生
に社会的な見方・考え方の基礎を身につけさせるこ
とに効果を確認できたが，このような学ぶ姿勢を中
学校における学びにどうつなげていくか研究を重ね
ていかなければならない．今後より一層，小中学校
が連絡を密にして子供たちと社会をつなげる学びの
研究を進めていく必要性を痛感している．
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